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 君津市議会議長 三浦 章 様 

 

会派名 令和新政  

氏 名 宇野 晋平 

 

講習会（セミナー）参加報告書 

 

日 時：令和４年１０月２８日 １０時００分～１６時３０分 

演 題：地方議員のための RESAS 活用：基礎編 及び 応用編 

講 師：榎並利博 

場 所：リファレンス新有楽町ビル 

 

１ 概 要 

 

地方議員研究会主催の「地方議員のための RESAS 活用」というセミナーに参

加した。RESAS(Regional Economy Society Analyzing System)とは、地方創生

を情報面から支援するために、経済産業省と内閣官房デジタル田園都市国家構

想実現会議事務局が提供している地域経済分析システムである。産業構造や人

口動態、人流などの官民ビッグデータを集約、可視化できるため、施策の立案

や検証のためなどに利用されている。 

富士通総研の経済研究所で電子政府・電子自治体・マイナンバー等の研究を

経て、行政システム株式会社行政システム顧問を勤める榎並利博氏が講師を担

当し、RESAS の操作方法や活用方法などについて解説いただいた。 

 

２ 所 感 

 

RESAS は、人口マップ、地域経済循環マップ、産業構造マップ、企業活動マ

ップ、観光マップ、まちづくりマップ、雇用／医療・福祉マップ、地方財政マ

ップという 8 種類の分析メニューから構成される。 

人口の転入・転出、将来人口推計、財政力指数の推移、人口当たりの職員数



 

の推移、目的別決算額の構成比、一人当たりの税額の推移、産業構造、要介護

（要支援）認定者数の推移などの地域状況の概観を即座に図表の形に可視化す

ることにより、その把握を容易にし、対策の方向性を検討するための基礎的な

分析を行える点で、有益なツールであると感じた。  

一方で、地域経済循環マップにおいては、付加価値の流れとお金の流れを区

分していないため、お金の流れの全体像をつかめないこと、地域経済循環率は

経済活動の帰結であり、地域経済循環率が上昇しても人口 1 人あたり所得が増

大するわけではないことといった問題点が指摘されており、与えられるデータ

の活用については、さらなる調査研究の必要性を感じた。 

 最後に、下記のデータを添えて、セミナー参加報告とさせていただきます。 

 

・地域経済分析システム（RESAS：リーサス）の概要 

・地域経済分析システム（RESAS）マップ一覧 

（出典：内閣官房 デジタル田園都市国家構想実現会議事務局 内閣府 地方創

生推進室） 

 

以下、サマリー機能を用いて宇野が作成 

 

・Summary1 総論①人口 

・Summary2 総論②産業 

・Summary3 各論①人口増減・地域間流動 

・Summary4 各論②産業特性（製造業） 

・Summary5 各論③産業特性（小売業） 

・Summary6 各論④産業特性（農業） 

・Summary7 各論⑤産業特性（林業） 

・Summary8 各論⑥産業特性（水産業） 

・Summary9 各論⑦観光 

・Summary10 各論⑧雇用 

・Summary11 各論⑨医療・福祉 

・Summary12 各論⑩地方財政 

 

以上 






























